
ＩＣＴを活用した新たな街づくり 
モデルの在り方について 

（案） 
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ＩＣＴの変化を踏まえた街の進化 

地域間や業種間で情報が 
つながり、街活動活性化 
や魅力的な街づくりを実現 

各種データを活用し、 
社会インフラの再構築や 
街活動の効率化を実現 

異変の察知や将来の変化 
の予測等により、街機能の 
マネジメントを弾力化 Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
た
な
街
づ
く
り 

◆ 公共サービス 
◆ 防災        ◆ 防犯 
◆ 教育        ◆ 交通 
◆ 医療・福祉 
◆ 農林水産業   等 

インターネットの社会インフラ化 ソーシャル化 

モバイル化、 
ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ化 

センサ等の
低価格化 

ＩＣＴ機器の
高機能化 

ＩＣＴを活用した 
「街経営」 

街づくりにおけるＩＣＴの整備 
〔ＩＣＴインフラの整備〕 

◆ ブロードバンド   ◆ビッグデータ 
◆ ワイヤレス 
◆ センサ 
◆ クラウド 
◆ スマートＩＤ  等 
【既存インフラの有効活用、新技術の積極的活用】 

ＩＣＴを活用した街の変革 
〔ＩＣＴの利活用の促進〕 

・弾力的に進化する街 
・災害に強い安全な街 

・住民の声や行動が街づくり 
  に反映され、住民への情報 
 提供が行き届いた街 
・住民のニーズや感情を 
 理解する街 
・誰もが住みたく、訪れたく 
  なる魅力ある街 

・ライフサイクルコストが低減 
 された効率的な街 
・温もりのあるコミュニティ 

街情報や官民が 
持つ位置情報など 
多種膨大なデータ 

の活用 

センサ等で収集した多種多量の情報が、地域間や利用分野間で流通・連携し、街の機能の効率
化、街の魅力向上、新たなビジネスや産業の創出等に寄与。弾力的・永続的に進化する街を実現。 

これからの街 

ユーザインタフェースの進展 
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ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデルの考え方 2 



ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデル 3 

ＩＣＴを活用した新たな街づくり 
▷ センサ等で収集した多種多量の情報が、地域間や利用分野間で流通・連携し、街の機能の効率化、街の魅力向上、

新たなビジネスや産業の創出等に寄与。弾力的・永続的に進化する街を実現。 

街を構成する様々な情報と街づくりの主体（住民・企業・行政）の視点から、モデルを検討 

☞ 住民の参加や将来予測など新たな街マネジメント 

☞ 住民による共助や組織との連携など新たな街サービス 

☞ 行政や企業など組織の枠を超えた新たな街ビジネス 

⑤ 街インフラの最適化で持続する街づくり 

⑥  住民との共創で発展する街づくり  

① コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり 

② 新サービスの創出で魅力高まる街づくり 

④ 新産業の創出で雇用が生まれる街づくり 

３． 街の効率化 

２． 街の活性化 

１． 街の魅力化 

③ 官民の連携で公共を支える街づくり 



（土地、施設、道路、・・・） 

企業 

住民 

行政 

ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデルのイメージ 4 

あらゆる構成要素を繋ぐ街の神経系 
⇒ＩＣＴ革新で街の姿が変わる 

連携・相互補完 
（Ｔｏｗｎ ｔｏ Ｔｏｗｎ） 

❶ コミュニティの活性化で
絆が深まる街づくり 

新サービスの創出で
魅力高まる街づくり ❷ 

官民の連携で公共  
を支える街づくり 

住民との共創で  
発展する街づくり 

街インフラの最適化
で持続する街づくり 

❻ 

   街の規模等 
  を踏まえ展開 

情報流 

物流・交通流 

エネルギー流 

❸ 

☞  

❹ 新産業の創出で雇用
が生まれる街づくり 

❺ 



ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデルの展開 5 

街の規模等を踏まえ、ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデルを展開 



①「コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり」モデルのイメージ 6 

基本的な考え方 

コミュニティを形成する高齢者等の街情報について、住民間における共有等の活用を可能と
することにより、住民参加による共助などを通じた街づくりを実現。 

実
現
イ
メ
ー
ジ 

必
要
な
街
情
報 

単身生活者等の見守り 移動手段の共同利用 情報発信による交流 

（カーシェア、レンタサイク
ル等のポンチ絵） 

【例】 
☞デジタル･白物家電のＯＮ・ＯＦＦ 

☞通信・放送サービスの利用状況 

☞水道・ガス等の使用状況   

住民 企業 行政 

【情報の保有主体】 

【例】 

☞自動車のプローブ情報 

☞自転車の走行状況 

☞乗客の位置情報       

住民 企業 行政 

【情報の保有主体】 

【例】 
☞経歴等のプロフィール情報 

☞コメント・メッセージ等の書込情報 

☞友人等とのつながり状況  

住民 企業 行政 

【情報の保有主体】 

担
い
手 

【例】 

行政、防犯事業者、公益事業者 

【例】 

行政、交通事業者、デベロッパー 

【例】 

行政、ＳＮＳ事業者、観光事業者 

http://sozaishu.up.seesaa.net/image/37220E887AAE8BBA2E8BB8AEFBC8FBicycle.gif


7 

実現による効果（例） 

①「コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり」モデルの効果等 

● 公共交通機関や徒歩等への移行 

● 自動車等の保有台数の削減 

● 住民ボランティアの増加 

● 二酸化炭素排出量の削減 

● 自治体の収入増による財政の改善 

● 独居老人等の孤立死の減少 

● 地域に関する情報の普及・新たな入手 

● 新たな友人の増加や知人との関係の深まり 

「コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり」モデルの実現に向けて、 
今後、課題・推進方策について整理が必要。 



基本的な考え方 

実
現
イ
メ
ー
ジ 

必
要
な
街
情
報 

【例】 【例】 【例】 

担
い
手 

【例】 

行政、公益事業者、金融機関 

【例】 

行政、ウェブ事業者、研究機関 

【例】 

行政、調査会社、自動車メーカ 

③「官民の連携で公共を支える街づくり」モデルのイメージ 8 

行政機関等が有する様々な情報について、民間企業等がもつ情報との連携を可能にしたり、
民間企業による再利用を容易にする等により、新規ビジネス等を創出する街づくりを実現。 

手続の簡略化・手段の多様化 行政データのオープン活用 民間データの公共活用 

緊急地震速報

本日15:40に三陸沖深さ
10kmでM4.0の地震が

発生しました。
○○地域の震度は3です。

津波の発生の恐れがあ

☞本人のＩＤ・属性情報 

☞企業等組織の共通ＩＤ情報 

☞本人証明情報 

住民 企業 行政 

【情報の保有主体】 

☞統計情報 

☞公共施設情報 

☞地図情報 

企業 行政 

【情報の保有主体】 

☞顧客・会員に関する情報 

☞統計情報 

☞企業活動情報 

住民 企業 行政 

【情報の保有主体】 

住民 
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実現による効果（例） 

③「官民の連携で公共を支える街づくり」モデルの効果・課題 

● 行政における窓口対応の負担軽減 

● 行政運営の透明性の向上 

● ワンストップによる住民・企業の利便性向上 ● 政策形成への住民参加の促進 

● 総合的なデータに基づく行政運営 

● プッシュ型によるきめ細かなサービス提供  

● 企業における行政手続負担の削減 ● データ活用アプリケーション産業の創出 

「官民の連携で公共を支える街づくり」モデルの実現に向けて、 
今後、課題・推進方策について整理が必要。 



基本的な考え方 

実
現
イ
メ
ー
ジ 

必
要
な
街
情
報 

担
い
手 

【例】 

行政、交通事業者、公益事業者 

【例】 

行政、防犯事業者、デベロッパー 

【例】 

行政、建設事業者、交通事業者 

【情報の保有主体】 【情報の保有主体】 【情報の保有主体】 

⑤「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルのイメージ 10 

地図情報やインフラ情報等の街情報について、街全体での一元管理やリアルタイムでの共
有等により、安心・安全で効率的な街づくりを実現。 

最適な街計画の策定 安心できる防犯体制の構築 安全・効率的な設備管理 

☞防犯カメラ等の映像・位置情報 

☞場所毎の犯罪発生履歴情報 

☞警官等の配置情報 ☞設備管理者等の配置・連絡先情報 

☞通行車や地震による揺れ等の状況 

☞設置場所や竣工日等の設備情報 
【例】 【例】 【例】 

☞住所や位置情報等の住民情報 

☞ＧＩＳ等の街空間情報 

☞駅・役所等の施設の配置情報 

本人 企業 行政 企業 行政 企業 行政 本人 本人 
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実現による効果（例） 

⑤「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルの効果・課題 

● 要員配置の柔軟化・犯体制の効率化 

● 施設管理のライフサイクルコストの削減 

● 高精度の設備管理による安全性確保 

● 検挙率の向上・犯罪発生件数の減少 

● コンパクト化による街の活性化 

● 駅・役所等公共施設の最適な配置 

● 人口動態に即した防災計画の策定 

● 公共交通機関や徒歩等への移行 

「街インフラの最適化で持続する街づくり」モデルの実現に向けて、 
今後、課題・推進方策について整理が必要。 



今後の検討の進め方 12 

⑤  街インフラの最適化で持続する街づくり  

⑥ 住民との共創で発展する街づくり 

① コミュニティの活性化で絆が深まる街づくり 

② 新サービスの創出で魅力高まる街づくり 

④ 新産業の創出で雇用が生まれる街づくり 

③ 官民の連携で公共を支える街づくり 

２０１５年頃までに国内において 
実現すべきモデル 

☞ 実現により見込まれる経済的効果・ 
  社会的効果 

☞ 実現に向けた課題 
☞ 実現のための推進方策 

２０２０年頃までに海外も含めた
拡張性を考慮したモデル 

☞ 街同士の連携･相互補完を見据えた 
  共通基盤的モデルの在り方 

☞ モデルのグローバル展開方策 

ＩＣＴを活用した新たな街づくりモデル 

センサ等で収集した多種多量の情報が、地域間や利用分野間で流通・連携し、
街の機能の効率化、街の魅力向上、新たなビジネスや産業の創出等に寄与。
弾力的・永続的に進化する街を実現。 

地 域 懇 談 会 


